
補
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D
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D
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(
 
S
T
K
4
0
0
→

2
3
5
N
/
m
m
 
、

S
T
K
4
9
0
→

3
2
5
N
/
m
m
 
、

S
E
A
H
5
9
0
[
S
T
K
T
5
9
0
]
→

4
4
0
N
/
m
m
 
)

J
I
S
 
G
 
3
4
4
4
　

一
般

構
造

用
炭

素
鋼

鋼
管

　
S
T
K
4
0
0
、

S
T
K
4
9
0

規
格

部
材

【
E
A
Z
E
T
-
Ⅱ

の
構

造
・

規
格

】

2
6
7
.
4

2
1
6
.
3

1
9
0
.
7

1
6
5
.
2

1
3
9
.
8

1
1
4
.
3

杭
本

体
部

径
D
o
(
m
m
)

2
9

2
3

2
1

1
8

1
5

1
2

5
5

4
4

3
3

最
大

杭
実

長
（

ｍ
）

最
小

杭
実

長
（

ｍ
）

支
持

層
は

、
砂

質
土

層
、

礫
質

土
層

お
よ

び
粘

性
土

層
と

す
る

。

1
）

支
持

層

4
.
適

用
範

囲

　
　

　
区

間
分

）
を

差
し

引
い

た
も

の
と

す
る

。

注
意

：
周

面
摩

擦
力

を
考

慮
す

る
長

さ
は

、
杭

の
長

さ
（

L
）

か
ら

1
D
w
（

杭
先

端
か

ら
1
D
w
の

 
 
Ψ

 
=
 
π

・
D
w

Ψ
：

羽
根

の
周

長
（

ｍ
）

ｎ
：

摩
擦

を
考

慮
す

る
粘

性
土

層
の

数

Ｌ
c
j
：

粘
性

土
層

の
j
層

目
に

接
す

る
杭

の
長

さ
（

ｍ
）

 
 
Ｎ

c
j
：

j
層

目
の

粘
性

土
層

の
平

均
Ｎ

値

τ
c
j
：

粘
性

土
層

の
j
層

目
の

杭
周

面
摩

擦
応

力
度

（
k
N
/
㎡

）

τ
c
j
＝

3
.
0
4
Ｎ

c
j
＋

6
.
2
8
　

た
だ

し
、

τ
c
j
≦

4
9
.
0
5
k
N
/
㎡

ｍ
：

摩
擦

を
考

慮
す

る
砂

質
土

層
の

数

Ｌ
s
i
：

砂
質

土
層

の
i
層

目
に

接
す

る
杭

の
長

さ
（

ｍ
）

 
 
Ｎ

s
i
：

i
層

目
の

砂
質

土
層

の
平

均
Ｎ

値

Ｎ
s
i
≧

8
の

と
き

　
τ

s
i
＝

1
.
5
7
Ｎ

s
i
　

た
だ

し
、

τ
s
i
≦

4
9
.
0
5
k
N
/
㎡

1
≦

Ｎ
s
i
＜

8
の

と
き

　
τ

s
i
＝

1
2
.
5
6
k
N
/
㎡

τ
s
i
：

砂
質

土
層

の
i
層

目
の

杭
周

面
摩

擦
応

力
度

（
k
N
/
㎡

）

D

D
2

D
 
 
A
 
：

く
い

先
端

平
面

積
　

A
 
 
=
 
π

・
D
w
 
/
4
 
（

㎡
）

 
 
e
：

有
効

面
積

率
（

e
＝

0
.
5
)

A
p
 
=
 
A
 
・

e

A
p
：

基
礎

ぐ
い

の
先

端
の

有
効

断
面

積
（

㎡
）

　
　

D
w
：

杭
先

端
羽

根
部

径
（

ｍ
）

　
 
平

均
Ｎ

値
は

5
以

上
と

し
、

5
0
を

超
え

る
場

合
は

5
0
と

す
る

。

Ｎ
：

杭
先

端
よ

り
下

方
に

1
D
w
、

上
方

に
1
D
w
間

の
地

盤
の

平
均

Ｎ
値

α
：

先
端

支
持

力
係

数
（

α
＝

3
0
）

R
a
 
=
 
 
 
{
9
.
8
1
α

 
Ｎ

 
A
p
 
+
 
(
Σ

τ
s
i
Ｌ

s
i
 
+
 
Σ

τ
c
j
Ｌ

c
j
)
 
Ψ

}
 
(
k
N
)
・

・
・

・
(
i
i
)

j
=
1

n

i
=
1

m

j
=
1

n

i
=
1

m

R
a
 
=
 
 
 
{
9
.
8
1
α

 
Ｎ

 
A
p
 
+
 
(
Σ

τ
s
i
Ｌ

s
i
 
+
 
Σ

τ
c
j
Ｌ

c
j
)
 
Ψ

}
 
(
k
N
)
・

・
・

・
(
i
)

こ
こ

で
、

（
i
）

,
（

i
i
）

式
に

お
い

て
、

2
）

短
期

に
生

ず
る

力
に

対
す

る
地

盤
の

許
容

支
持

力

3 1

1
）

長
期

に
生

ず
る

力
に

対
す

る
地

盤
の

許
容

支
持

力

　
短

期
に

生
ず

る
力

に
対

す
る

地
盤

の
許

容
支

持
力

2
.
本

工
法

に
よ

り
施

工
さ

れ
る

基
礎

ぐ
い

の
許

容
支

持
力

を
定

め
る

際
に

求
め

る
長

期
な

ら
び

に

　
羽

根
付

き
鋼

管
杭

　
　

ス
ク

リ
ュ

ー
パ

イ
ル

Ｅ
Ａ

Ｚ
Ｅ

Ｔ
-
Ⅱ

・
本

掲
載

内
容

及
び

仕
様

は
、

2
0
2
0
年

3
月

現
在

の
も

の
で

す
。

ス
ク

リ
ュ

ー
パ

イ
ル

E
A
Z
E
T
-
Ⅱ

（
イ

ー
ゼ

ッ
ト

・
ツ

ー
）

設
計

施
工

標
準

（
中

部
・

北
陸

・
近

畿
地

区
）

【
施

工
管

理
項

目
一

覧
】

【
基

礎
と

フ
ー

チ
ン

グ
形

状
例

】

【
継

手
接

続
例

】

【
杭

頭
接

合
例

】

【
許

容
支

持
力

お
よ

び
適

用
範

囲
】

旭
化

成
建

材
株

式
会

社

※

2

2

2
F
 
 
：

設
計

基
準

強
度

（
N
/
m
m
 
）

A
e
：

腐
食

し
ろ

を
考

慮
し

た
く

い
材

の
有

効
断

面
積

（
m
m
 
）

2
2

※
※

※

-
3

3
.
く

い
材

か
ら

決
ま

る
許

容
鉛

直
支

持
力

 
R
a
 
 
=
 
f
e
・

A
e
×

1
0

F

r
 
：

鋼
管

の
半

径
(
m
m
)

t
e
：

腐
食

し
ろ

を
除

い
た

鋼
管

の
肉

厚
(
m
m
)

Ｆ
：

く
い

材
の

許
容

応
力

度
を

決
定

す
る

場
合

の
基

準
値

=
 
F
・

(
0
.
8
0
 
+
 
2
.
5
t
e
 
/
 
r
)
か

つ
 
F
 
 
≦

Ｆ

　
f
e
 
：

く
い

材
の

長
期

許
容

応
力

度
（

＝
 
F
 
 
/
1
.
5
）

R
a
 
：

く
い

材
か

ら
決

ま
る

長
期

許
容

鉛
直

支
持

力
（

k
N
）

・
引

抜
き

評
定

適
用

時
の

許
容

支
持

力
及

び
適

用
範

囲
に

つ
い

て
は

別
途

カ
タ

ロ
グ

を
ご

参
照

く
だ

さ
い

。

・
本

掲
載

内
容

及
び

仕
様

に
つ

い
て

は
、

予
告

な
し

に
変

更
す

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。

　
に

委
ね

ら
れ

て
い

ま
す

。

※
杭

頭
接

合
部

の
設

計
は

、
認

定
書

・
評

定
書

の
中

で
規

定
さ

れ
て

い
ま

せ
ん

の
で

、
設

計
者

の
判

断
　

※
 
D
w
：

杭
先

端
羽

根
部

径
　

　
D
o
：

杭
本

体
部

径

2

平
均

Ｎ
値

（
Ｎ

）
　

1
D
w
以

上

の
算

定
区

間

1
D
w

1
D
w

支
持

層
根

入
れ

考
慮

す
る

長
さ

周
面

摩
擦

力
を

　
 
 
（

L
）

杭
の

長
さ

　
（

L
s
,
L
c
）

一
般

財
団

法
人

 
日
本

建
築
セ

ン
タ

ー
評
定

取
得

年
月

日
番

号

取
得

年
月

日
番

号
件

名

一
般

財
団

法
人

 
日
本

建
築
セ

ン
タ

ー
評
定

取
得

年
月

日
認

定
番

号

建
設

省
東

住
指

発
第

4
4
9
号

羽
根

付
き

鋼
管

杭
平

成
1
1
年

9
月

2
8
日

旧
建

設
大

臣
認

定

B
C
J
評

定
-
F
D
0
5
1
2
-
0
2

令
和

元
年

7
月

1
2
日

鋼
管

く
い

に
用

い
る

無
溶

接
継

手
（

ク
リ

ッ
パ

ー
式

継
手

）

ス
ク

リ
ュ

ー
パ

イ
ル

Ｅ
Ａ

Ｚ
Ｅ

Ｔ
－

Ⅱ
工

法
に

よ
る

　
基

礎
ぐ

い
の

引
抜

き
方

向
の

地
盤

の
許

容
支

持
力

（
先

端
地

盤
種

別
：

砂
質

地
盤

、
礫

質
地

盤
）

【
E
A
Z
E
T
-
Ⅱ

（
イ

ー
ゼ

ッ
ト

・
ツ

ー
）

取
得

済
認

定
、

公
的

評
価

】

中
部

・
北

陸
・

近
畿

地
区

向
け

杭
材

仕
様

2
）

杭
の

長
さ

Ｌ
（

ｍ
）

B
C
J
評

定
-
F
D
0
0
4
5
-
0
8

B
C
J
評

定
-
F
D
0
5
0
9
-
0
3

令
和

元
年

7
月

1
2
日

令
和

元
年

6
月

2
0
日

J
I
S
 
G
 
3
1
0
6
 
 
溶

接
構

造
用

圧
延

鋼
材

　
S
M
4
9
0
A

杭
先

端
部

杭
本

体
部

※
<
　

>
の

仕
様

は
準

標
準

材
で

す
。

ご
検

討
さ

れ
る

場
合

は
弊

社
担

当
ま

で
お

問
い

合
わ

せ
く

だ
さ

い
。

M
S
T
L
-
0
4
1
9
 
国

土
交

通
大

臣
認

定
 
基

礎
ぐ

い
用

高
張

力
鋼

管
 
S
E
A
H
5
9
0
[
S
T
K
T
5
9
0
]

工
法

の
名

称

件
名

1
.
名

称
管

　
理

　
値

施
工

管
理

方
法

施
工

管
理

項
目

・
施

工
回

転
ト

ル
ク

の
管

理
目

標
値

・
地

盤
調

査
デ

ー
タ

の
N
値

の
推

移
・

施
工

回
転

ト
ル

ク
の

変
化

傾
向

・
異

常
な

ア
ン

ダ
ー

カ
ッ

ト
、

ピ

　
ッ

ト
割

れ
な

ど
が

な
い

こ
と

・
杭

径
、

杭
長

、
肉

厚
、

羽
根

径
、

羽
根

厚
に

誤
り

が
な

い
こ

と

・
継

手
部

に
異

常
が

な
い

こ
と

・
傾

斜
　

1
/
1
0
0
以

内

 
 
※

気
泡

が
中

央
に

あ
る

こ
と

・
偏

心
量

±
2
㎝

以
内

・
杭

体
の

ね
じ

り
強

さ
以

内

・
ボ

ル
ト

M
1
6
 
→

 
約

1
0
0
N
・

ｍ
　

・
ボ

ル
ト

M
2
0
 
→

 
約

1
5
0
N
・

ｍ

・
ピ

ン
テ

ー
ル

の
破

断
、

ボ
ル

ト

　
余

長
は

ネ
ジ

山
２

山
以

上

・
マ

ー
キ

ン
グ

の
ず

れ

・
締

付
ト

ル
ク

　
9
0
N
・

ｍ
±

1
0
％

 
　

・
締

付
ト

ル
ク

 
1
8
0
N
・

ｍ
±

1
0
％

・
マ

ー
キ

ン
グ

の
ず

れ

・
傾

斜
　

1
/
1
0
0
以

内

 
 
※

気
泡

が
中

央
に

あ
る

こ
と

・
搬

入
時

に
測

定
検

査

・
搬

入
時

に
目

視
確

認

・
逃

げ
心

棒
に

て
測

定

・
水

準
器

で
確

認

・
施

工
機

械
の

管
理

装
置

（
ト

ル
ク

計
）

・
水

準
器

で
確

認

・
目

視
に

よ
り

確
認

・
ト

ル
ク

レ
ン

チ
に

よ
る

・
シ

ャ
ー

レ
ン

チ
に

よ
る

・
マ

ー
キ

ン
グ

で
確

認

・
ト

ル
ク

レ
ン

チ
に

よ
る

・
マ

ー
キ

ン
グ

で
確

認

・
施

工
機

械
の

ト
ル

ク
計

材
料

寸
法

外
観

不
良

・
数

量

杭
心

か
ら

の
ず

れ

杭
の

鉛
直

性

回
転

ト
ル

ク

杭
の

鉛
直

性

接
続

状
況

一
次

締
付

け
ト

ル
ク

本
締

め

共
廻

り
防

止

一
次

締
付

け
ト

ル
ク

本
締

め
ト

ル
ク

締
め

忘
れ

防
止

支
持

層
到

達
確

認

工
　

程

・
施

工
機

械
の

深
度

計
根

入
れ

長
さ

・
支

持
層

に
１

D
w
以

上

・
回

転
貫

入
量

の
管

理
値

に
よ

る

・
±

1
0
㎝

以
内

・
専

用
用

紙
に

記
録

す
る

・
逃

げ
心

棒
に

て
測

定

回
転

貫
入

量

偏
心

量

Ａ
Ｋ

ジ
ョ

イ
ン

ト

Ｃ
Ｃ

ジ
ョ

イ
ン

ト

溶
接

継
手

回
転

埋
設

杭
材

の
受

け
入

れ

杭
頭

の
ず

れ

支
持

層
の

確
認 ※

2

4
5
°

以
上

6
0
°

25 15

40

ガ
イ

ド
リ

ン
グ

継
手

部

ワ
ッ

シ
ャ

ー

外
プ

レ
ー

ト

ル
ー

ト
間

隔
1
.
0
m
m
～

4
.
0
m
m

か
つ

ワ
イ

ヤ
ー

径
以

上

ボ
ル

ト

ね
じ

り
補

強
ピ

ン

カ
プ

ラ
ー

ク
リ

ッ
パ

ー

締
結

ボ
ル

ト
セ

ッ
ト

（
名

称
：

ス
ク

リ
ュ

ー
パ

イ
ル

 
E
A
Z
E
T
-
Ⅱ

）

鋼
管

杭
に

用
い

る
接

続
プ

レ
ー

ト
・

　
嵌

合
方

式
無

溶
接

継
手

(
Ａ

Ｋ
ジ

ョ
イ

ン
ト

）

A
：

杭
心

間
隔

B
：

へ
り

あ
き

2
 
×

 
D
w

1
.
2
5
 
×

 
D
o

B
B

B B

B
B

A

B B

A

B
A

B

B 0.87・A B

B
B

A

B BA

B
B

0
.
8
7
A

B A A B

A

溶
接

継
手

Ａ
Ｋ

ジ
ョ

イ
ン

ト
継

手
Ｃ

Ｃ
ジ

ョ
イ

ン
ト

継
手

※
Ｎ

値
が

小
さ

く
、

ト
ル

ク
管

理
、

回
転

貫
入

量
に

よ
る

管
理

が
で

き
な

い
場

合
に

は
、

設
計

図
書

で

定
め

ら
れ

た
杭

長
を

施
工

す
る

こ
と

（
杭

長
管

理
）

に
よ

り
、

設
計

深
度

に
杭

先
端

が
到

達
し

た
こ

と

を
管

理
す

る
も

の
と

す
る

。

Ｔ
Ｅ

Ｌ
．

0
5
2
-
2
1
2
-
2
2
0
7
　

Ｆ
Ａ

Ｘ
．

0
5
2
-
2
1
2
-
2
2
4
8

愛
知

県
名

古
屋

市
中

区
錦

１
－

１
１

－
１

１
（

名
古

屋
イ

ン
タ

ー
シ

テ
ィ

 
5
F
）

Ｔ
Ｅ

Ｌ
．

0
6
-
7
6
3
6
-
3
8
4
0
　

Ｆ
Ａ

Ｘ
．

0
6
-
7
6
3
6
-
3
3
1
3

大
阪

府
大

阪
市

北
区

中
之

島
３

－
３

－
２

３
（

中
之

島
ダ

イ
ビ

ル
 
3
3
F
）

羽
根

部
杭

本
体

部厚
さ
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